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中学生の男女共修による現代的な
リズムのダンスの実践的研究
内山須美子・大島智子
UCHIYAMA  Sumiko
OSHIMA  Tomoko
The Practical Study of Modern Rhythm Dance in Co-ed Junior High School Students:
An Analysis of Enjoyment, Perceived Confidence and Pleasure of Dance
　An examination of 322 junior high school students in Tochigi 
Prefecture was conducted for the purpose of analyzing the enjoyment of 
modern rhythm dance classes.  The following conclusions were obtained 
as a result of the study.
１）Although there were noticeable differences in enjoyment based 
on gender, ability and grade, overall, the classes showed a high level of 
enjoyment and feeling of capability towards dance.  It is necessary to 
increase the sense of physical capabilities in order to increase enjoyment 
論文
　 ダンスの好感度・有能感・楽しさの分析 　
キーワード：ストリートダンス　テキストマイニング
Key Words：street dance　text mining
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in dance.  This tendency was especially remarkable in boys.
２）Class contents from the acquisition of basic steps and combinations 
of street dance to presentation were an effective method of instruction in 
obtaining “a sense of ability and a sense of accomplishment.”
３）Using primary keywords such as “a sense of ability and a sense 
of accomplishment,” “relationship” and “music / rhythm” to recognize 
enjoyment, in addition to the teacher clarifying a structure of exercise to 
be accomplished, a method for structuring good relationships with others 
and performing work that adopted music, a guarantee of enjoyment in 
dance classes was suggested.
４）Even students with low enjoyment and sense of capability levels 
could feel a sense of enjoyment when they felt a sense of ability, a sense 
of accomplishment and good relations with friends.
５）Dancing to music and a rhythm, feeling a sense of ability, 
accomplishing something difficult and thinking about one’s appearance 
were not individuals’ feelings of enjoyment, but were recognized as 
enjoyment when shared with one’s peers.
６）Two large groups and three small groups were recognized related 
to acknowledgment of enjoyment.
７）As for boys, a tendency for obtaining a sense of accomplishment 
when teaching and learning goes well and when there is a feeling of 
completion and of enjoyment after coming to like dance, as well as a 
tendency in students with a low sense of ability who obtained a sense of 
accomplishment when teaching and learning goes well, leading to a sense 
of accomplishment when completed and a feeling of enjoyment when 
they feel they can do it after practicing, were observed.
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１．緒言
　平成10年～11年の改定で「現代的なリズムのダンス」が主内容として加
わってから10年以上が経過する。ダンス授業の実態調査によると、現代的
なリズムのダンスの授業は、生徒の興味関心が高く、生徒に踊る楽しさを
体験させやすいという理由からダンス領域内で最も採択率が高いとされ、
「ステップや動きの習得⇒習った動きを組み合わせて踊る」という定形型
運動習得学習がかなりの割合で実施されている（中村2013 ）。このような
状況の中、近年では、文部科学省や各県教育委員会が、教員向けのダンス
研修会の講師に民間団体からストリートダンサーを招聘したり、民間スト
リートダンス団体主催のダンス講習会を斡旋したり、ストリートダンスの
技術紹介DVDを作成するなどの対応が見られる。しかしながら、ストリー
トダンスのステップを学習内容として行った授業の実践報告は数が限られ
ている。それ故、本研究では、中学生の学習意欲を高めるようなダンス授
業を行うための基礎資料を得るために、ストリートダンスのステップを用
いた定形型運動習得学習の成果を明らかにすることを目的とした。
　その際、先ず、生徒がダンスに対してどの程度好感度を抱いているかを
把握する。何故なら、好き嫌いという感情はその教科に対する価値観、自
己効力感、自尊心などとの関連から楽しさの認知と密接な関係にあること
が報告されているためである（内田ら、Greenwald & Banaji）。その教科
が嫌いでは学習意欲がわくはずもなく、それ故、運動に対する好き嫌いの
問題は特に教育の現場において関心を集める要因であり、その報告には枚
挙のいとまがない（山田、小林、岡田、佐久本）。ダンスに関しても好き
嫌いの様相と原因についても様々な報告はあるが（合田、斉藤、梅沢、三浦）、
それらは主に創作ダンスについてのものであるため、本研究では現代的な
リズムのダンスにおいて検討する。また、その種目の好き嫌いに大きく影
響を及ぼす要因が「有能感」であることは多くの言質を必要としないだろ
う。我々はそれを経験からもよく知っている。生徒が本当はそんなに嫌い
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ではないにもかかわらず「嫌い」と言わざるを得ないのは、多くは「でき
ない」ことが原因であることが多い。それ故、学習意欲を支える要素の一
つとして「有能感（効力感）」をあげる研究者は多く（Deci & Ryan、デシら、
桜井）、田中（2005）が学習意欲の高い子どもと低い子どもの間には学力
に有意な差があることを報告していることを考えると、楽しさのみならず
学習意欲と学習成果との関連からも有能感の問題を避けて通ることはでき
ない。これらのことから、生徒がダンスに対する有能感を感じられている
かどうかを分析する。
　また、生徒が認知する楽しさの内容についてはテキストマイニング分析
を用いた。テキストマイニングとは定型化されていない文章の集まりを自
然言語解析の手法を使って単語やフレーズに分割し、それらの出現頻度や
相関関係を分析して有用な情報を抽出する手法やシステムである。質問者
が想定した質問、設定した回答方法しか得られないアンケートとは異なり、
想定外の回答が寄せられる可能性がある。これまでのダンスの楽しさに関
する研究は主に既成の質問紙を使用しての調査が多数を占める。本研究で
は、データ収集者のフィルタがかかっていない生の声を得られることから、
ダンス授業の楽しさについて新しい知見が得られることを期待してこの手
法を用いた。
２．研究の方法
２．１．調査対象と調査方法
　栃木県の中学校の生徒322名（１、２年生全員および３年生女子）にダ
ンスの授業を行った後、調査を実施した。調査票は、授業を担当した教師
を介して生徒に配布され、回答終了後に回収された。
２．２．調査授業
　授業時間は、１年生が６時間、２年生が７時間、３年生は12時間であっ
中学生の男女共修による現代的なリズムのダンスの実践的研究
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た。１、２年生にはジェンカや体ほぐし運動、エアロビクスなどを行った
後、１年生男女と２年生男子にはロックダンスを、２年女子にはヒップホッ
プを振付し、その後、グループ発表を実施した。３年生には前半６時間で
ロックダンスとヒップホップの振り付けをして踊り、後半６時間でグルー
プでの創作活動と発表会を実施した。
　振り付けに導入したステップは、ボックスステップ、ランニングマン、
キックウォーク、スキータ―、スクービードゥ、トゥエル、ロック、ポッ
プコーン、パドブレ、ゲットダウン、スクーバ、ウエーブであった。スト
リートダンスのステップの中から、対象者の能力を熟知している担当教員
が、彼らにとって難しすぎず簡単すぎないもの　すなわち「課題の困難さ
と能力が釣り合う」（チクセントミハイ1996）ステップを選択した。
２．３．調査内容
⑴　ダンスの好感度に関する項目
　質問文は「ダンスは好きですか」であった。回答方法は、「とても好
き ⑽」から「とても嫌い ⑴」の10段階で評定するように求めた。　
⑵　ダンスの有能感に関する項目
　質問文は「ダンスはできましたか」であった。回答方法は、「とてもよ
くできた ⑽」から「全くできなかった ⑴」の10段階で評定するように求
めた。
⑶　ダンス授業の楽しさに関する自由記述
　質問文は「ダンス授業の『楽しさ』について自由に記述してください」
であった。
２．４．調査時期
　2013年12月
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２．５．統計解析方法
　本研究では、ダンスの授業に対して中学生が感じた好感度と有能感の差
の検定を行うとともに、「楽しさ」の自由記述を対象にテキストマイニン
グを行った。分析手法は、キーワードの頻出度を一覧表にする他、コレス
ポンデンス分析によって、結びつきの強い単語同士をグループ化し、各単
語間の関係を視覚的に構造化した。これらを通じて、中学生の回答をデー
タとして、ダンスの授業の楽しさについて考察した。解析にはIBM社の
SPSS Text Analytics For Surveys 4.0 Japaneseおよび SPSS Statistics 21
を使用した。
３．結果と考察
３．１．データ構成及び平均の差の検定
　アンケート調査票の回収率は100％であった。
○サンプルサイズ
　　　n＝322（うち、自由記述回答者はn＝322）
○データ構成
属性 人数
性別 男子 134
女子 187
学年 １年生 135
２年生 115
３年生 69
授業以外のダンス経験 はい 45
いいえ 272
ダンスの好感度 好き群 185
嫌い群 21
ダンスの有能感 高群 142
低群 27
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　データ構成中のダンスの好感度と有能感は、それぞれ「８～10」を好き
群・高群、「１～３」を嫌い群・低群とした。ダンスの好感度、有能感に
関する度数分布及び平均値と標準偏差、相関係数を表１−１、１−２、１−３、
１−４に示した。
　度数分布と平均値の結果をみると、対象者の57.5%が好き群、6.6%が嫌
い群に属することから、対象者の約６割近くがダンスに強い好意を持って
おり、１割弱が強い嫌悪を示していることがわかる。また、平均値と標準
偏差から、ダンスの好感度に関しては、5.21～9.83の得点の間に約７割の
対象者がいることがわかり、内山ら（2013、2014）の報告と比較して、本
調査の対象者は全体的にダンスに対して強い好意を示していると言える。
　有能感に関しては、学習者の44.1%が高群、8.4%が低群に属していたこ
とから、対象者の約４割強が大いにダンスの有能感を感じ、１割弱が有能
感を全く感じられなかったことがわかる。また、平均値と標準偏差から、
表１−１．度数分布：ダンスの好悪
（n=322）
度数 パーセント
嫌い群
1 6 1.9
2 5 1.6
3 10 3.1
4 9 2.8
5 36 11.2
6 37 11.5
7 34 10.6
好き群
8 56 17.4
9 37 11.5
10 92 28.6
表１−３．平均値と標準偏差
（n=322）
平均値 標準偏差
ダンスの好感度 7.52 2.31
ダンスの有能感 6.83 2.22
表１−４．相関係数
（n=322）
好感度 有能感
好感度 − .585
有能感 .809 −
上段：女子
下段：男子
表１−２．度数分布：ダンスの有能感
（n=322）
度数 パーセント
低群
1 4 1.2
2 7 2.2
3 16 5.0
4 23 7.1
5 42 13.0
6 43 13.4
7 45 14.0
高群
8 62 19.3
9 38 11.8
10 42 13.0
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ダンスの有能感に関しては、4.61～9.05の得点の間に約７割の対象者がい
ることがわかり、全体的に十分に有能感が感じられている様子が窺える。
運動学習において最も大切なことはできるようにすることであり、こので
きる喜びに内発されて学習意欲が高まる（三木 2002）ことから、本調査
の対象者は高い学習意欲で授業に臨んでいることも推測される。
　また、ダンスの好感度と有能感の相関係数（Spearmanの順位相関係数）
を算出したところ、「好感度」と「有能感」の間には強い有意な正の相関
（0.712）が認められるとともに、男子は強い正の相関（0.809）、女子は中
程度の正の相関（0.585）が認められたことから、有能感を感じられるこ
とがダンスへの好意を生む、逆に、感じられなければ嫌悪の感情を生む要
因になると推測できる。岡沢ら（1996）が報告するように、できる、でき
ないという感覚がダンスの好悪を決める一因となっていることが推測され
る。そこで、ダンス経験者45名（男子８名、女子37名）だけで検定を行っ
てみると、好感度は男子の得点（9.50）が女子の得点（8.84）を、有能感
も男子の得点（8.50）が女子の得点（7.54）を有意に上まわった（p値=.000）。
このことからダンスが好きという肯定的な感情を高めるためには、他の種
目と同様にダンスにおいても身体的有能感を高めることが重要な課題であ
るが、男子は女子に比べて、運動による良くない結果や運動有能感に敏感
である（筒井ら1995）という点を考えると、特に男子にはその傾向が顕著
であると言える。また、「できた」という感覚を持つためには「何ができ
ればできたと言えるのか」という学習目標としての運動構造の明確化がと
ても重要である（内山ら2014）。その意味では、本研究の対象授業のように、
習得すべきステップを教師自らが明示することはとても重要なことである
と推測できる。
　なお、性別ごと、学年ごと、ダンス経験の有無ごとでも相関係数を算出
したが、好感度と有能感の間にはすべて正の相関があることが認められた。
紙面の都合上、相関係数表は割愛する。
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３．１．１．ダンスの好感度（10段階評価）の差の検定
　ダンスの「好感度」には、それぞれ性別、学年、ダンス経験の有無によ
る評価の差があるかどうかをみるために検定を行った。その結果を以下に
示した。
⑴　男女間の比較
　１）平均値と標準偏差
ダンスの好悪
度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
性別　男 134 1 10 6.99 2.63
　　　女 187 2 10 7.94 1.94
　２）Wilcoxon検定
検定統計量a
ダンスの好悪
Mann-WhitneyのＵ 10156.500
WilcoxonのＷ 19201.500
Ｚ −2.945
漸近有意確率（両側） .003
a.グループ化変数：性別
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⑵　学年間の比較
　１）平均値と標準偏差
ダンスの好悪
度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
学年　１年生 135 1 10 7.54 2.34
　　　２年生 115 1 10 7.18 2.43
　　　３年生 69 3 10 8.03 1.91
　２）Kruskal Wallis検定
検定統計量a,b
ダンスの好悪
カイ２乗 4.781
自由度 2
漸近有意確率 .092
a.Kruskal Wallis 検定
b.グループ化変数：学年
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⑶　ダンス経験間の比較
　１）平均値と標準偏差
ダンスの好悪
度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
授業以外のダンス経験　はい 45 2 10 8.96 1.81
　　　　　　　　　　　いいえ 272 1 10 7.29 2.31
　２）Wilcoxon検定
検定統計量a
ダンスの好悪
Mann-WhitneyのＵ 3300.000
WilcoxonのＷ 40428.000
Ｚ −5.040
漸近有意確率（両側） .000
a.グループ化変数：授業以外のダンス経験
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　性別とダンス経験の有無が有意になっているので、関係を確認する必要
があるため、クロス集計及びx2検定を行った。
①　性別とダンス経験のクロス集計とx2検定
授業以外のダンス経験と性別のクロス表
度数
性別
男 女 合計
授業以外のダンス経験　はい 8 37 45
　　　　　　　　　　　いいえ 124 147 271
合計 132 184 316
カイ２乗検定
値 自由度 漸近有意確率（両側）
Pearsonのカイ２乗 12.420a 1 .000
連続修正b 11.297 1 .001
尤度比 13.621 1 .000
有効なケースの数 316
a.０セル（0.0％）は期待度数が５未満です。最小期待度数は18.80です。
b.２×２表に対してのみ計算
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　ダンスの好感度に関して、性別においてはp値＝.003で有意な差がみら
れ、どの学年でも、女子の得点（平均値7.94　標準偏差1.94）が男子の得
点（平均値6.99　標準偏差2.63）を上回った。ダンス経験の有無において
はp値＝.000で有意な差がみられ、経験者の得点（平均値8.96　標準偏差
1.81）が未経験者の得点（平均値7.29　標準偏差2.31）を大きく上回った。
しかし、性別とダンス経験の有無が有意になっているので、関係を確認す
る必要があるため、クロス集計及びx2検定を行った。その結果、p値＝.000
で有意であることから、性別とダンス経験の有無は関係があると言える。
この結果から、ダンス経験で差があるのか、または、性別で差があるのか
がはっきりしないので、ダンスの好感度の差の検定の解釈には注意が必要
となる。
　今回の調査対象者の中にはダンス教室などの習い事としての経験者が女
子に37名いる。それに対して男子は経験者が８名であり、クロス集計およ
びx2検定の結果、女子のダンス経験者は男子よりも有意に多かった。この
結果より、女子だからダンスが好きというわけではなく、学外でのダンス
経験が、ダンスの好感度を有意に高めていることも推測される。そこで、
学外でのダンス経験がない未経験者272名だけで、性別による好感度の差
の検定を行ったところ、やはり女子の得点（7.73）が男子の得点（6.80）
を有意（p値＝.001）に上回っていた。故に、ダンス経験の有無にかかわらず、
本授業のような内容のダンスへの好感度は女子の方が高いと言える。ただ
し、ダンス経験のある男子は、女子よりも好感度も有能感も有意に高いこ
とは先ほど認められた通りである。
　また、学年においてはp値＝.092で有意ではないことから、ダンスの好
感度は、学年によって差があるとは言えない。
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３．１．２．ダンスの有能感（10段階評価）の差の検定
　ダンスの「有能感」には、それぞれ性別、学年、ダンス経験の有無によ
る評価の差があるかどうかをみるために検定を行った。その結果を以下に
示した。
⑴ 男女間の比較
　１）平均値と標準偏差
ダンスの有能感
度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
性別　男 134 1 10 6.62 2.55
　　　女 187 1 10 6.99 1.93
　２）Wilcoxon検定
検定統計量a
ダンスの有能感
Mann-WhitneyのＵ 11675.500
WilcoxonのＷ 20720.500
Ｚ −1.051
漸近有意確率（両側） .293
a.グループ化変数：性別
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⑵　学年間の比較
　１）平均値と標準偏差
ダンスの有能感
度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
学年　１年生 135 1 10 7.18 2.30
　　　２年生 115 1 10 6.23 2.21
　　　３年生 69 3 10 7.19 1.84
　２）Kruskal Wallis検定
検定統計量a,b
ダンスの有能感
カイ２乗 14.356
自由度 2
漸近有意確率 .001
a.Kruskal Wallis 検定
b.グループ化変数：学年
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⑶　ダンス経験間の比較
　１）平均値と標準偏差
ダンスの有能感
度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
授業以外のダンス経験　はい 45 1 10 7.71 2.19
　　　　　　　　　　　いいえ 272 1 10 6.68 2.20
 
　２）Wilcoxon検定
検定統計量a
ダンスの有能感
Mann-WhitneyのＵ 4370.500
WilcoxonのＷ 41498.500
Ｚ −3.101
漸近有意確率（両側） .002
a.グループ化変数：授業以外のダンス経験
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［学年とダンス経験のクロス集計とx2検定］
授業以外のダンス経験と学年のクロス表
度数
学年
１年生 ２年生 ３年生 合計
授業以外のダンス経験　はい 17 12 15 44
　　　　　　　　　　　いいえ 114 102 54 270
合計 131 114 69 314
 
カイ２乗検定
値 自由度 漸近有意確率（両側）
Pearsonのカイ２乗 4.685a 2 .096
尤度比 4.367 2 .113
線型と線型による連関 1.971 1 .160
有効なケースの数 314
a.０セル（0.0％）は期待度数が５未満です。最小期待度数は9.67です。
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　ダンスの有能感に関して、学年においてはp値＝.001で有意な差がみら
れた。そこでtukeyの多重比較を行った結果、３年生の得点（平均値7.19
　標準偏差1.84）と１年生の得点（平均値7.18　標準偏差2.31）が２年生
の得点（平均値6.23　標準偏差2.21）を有意に上回った。１年生と３年生
の得点の間に有意な差は認められなかった。１、３年生と比べて、２年生
の有能感は低かったと言える。内山らの報告（2014）では、２年生の得点
が１年生より有意に高かった。指導内容が違うので単純に比較することは
できないが、この学年間の差については調査を重ねて検討する必要がある
だろう。
　ダンス経験の有無においては、p値＝.002で有意な差がみられ、経験者
の得点（平均値7.71　標準偏差2.19）が未経験者の得点（平均値6.68　標
準偏差2.20）を上回った。学年とダンス経験の有無が有意になっているの
で関係を確認する必要があることから、クロス集計およびx2検定を行った。
その結果、p値＝.096で有意ではないことから、学年とダンス経験の有無
は関係があるとは言えないので、これは学年間の差であると言える。
　なお、性差においてはp値＝.293で有意ではないことから、ダンスの有
能感は、性別によって差があるとは言えない。
３．２．自由記述データのテキストマイニング
⑴　キーワードの出現頻度
　本研究では、総データの５％を目安とし、16回以上出現したキーワード
を抽出して図１に示した。その後、性別、学年、ダンス経験の有無により
集計・分析を行った。SPSSのデフォルト操作では単語レベルに分解され
たが、より解釈しやすくするために、係り受け関係を考慮して単語同士を
ある程度紐付した。なお、語義ファイルと係り受けイメージを以下の通り
に示した。
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同義語群
表
　
記
難しい　難しくなる　難しすぎて　むずかしい　難しかった
行う　おこなう
上手い　上手にできて　上手にできた　うまくできた
身体　体　からだ
好き　すきです　好きだ　好きになった　好きになりました　好きです
大好き　大好きなので　大好きです
一緒　一緒にやること　いっしょにやること
自分で　自分達で
表現すること　表現　表すこと　表現できること
できないこと　できないとき　できなかったこと
練習　練習すること
できる　できた　出来た　できて　出来る
発表　発表会
発表する　発表　見せ合う
振り付け　ふり　振りつける
考える　考えること　考えて
恥ずかしい　はずかしい
楽しい　楽しかった
動かす　動く
踊る　踊ること　おどること　おどる　ダンスをすること
合わせる　合う　
カテゴリ技　テクニック　技
上手くできた　上手い　完璧　成功した
好きになった　好き　大好き　愛しつづけます
友達（みんな）　友達　みんな　グループの人
一緒にやること　一緒　仲良く
創作　工夫　オリジナル
できるようになる　できる　覚える
教わる　習う
音楽（リズム）　リズム　音楽　曲
※同義語群の先頭語を代表語とする。
キーワード 係り受けイメージ
難しい技や振り付けができるようになったこと 難しい＋技＋振り付け＋できるようになる
上手くできたとき・完成したとき・達成感 上手くできた／完成／達成感
ダンスが好きになったこと 好きになった
身体を動かすこと 身体＋動かす
自分で創ること・創作すること 自分で＋創作
表現すること 表現すること
練習してできるようになったこと 練習＋できるようになる
友達（みんな）と一緒にやること 友達（みんな）＋一緒にやる
発表すること 発表する
教えたり教わったりすること 教える＋教わる
振り付けを考えること 振り付け＋考える
恥ずかしいけど楽しかった 恥ずかしい＋楽しい
楽しくおどること 楽しく＋踊る
音楽（リズム）に合わせること 音楽（リズム）＋合わせる
友達（みんな）と協力すること 友達（みんな）＋協力する
※このキーワードは「＆」ではなく「or」で、どれか１つでも記述があればカウントしている。
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図１．
 
　テキストマイニングによって抽出されたキーワードを図１に示した。得
られたキーワードを分類していくと「有能感と達成感230（上手くできた
時・完成した時・達成感・難しい振付ができるようになったこと・練習し
てできるようになったこと）」「関係217（友達（みんな）と一緒にやること・
友達（みんな）と協力すること・教えたり教わったりすること）」「音楽・
リズム132」「創作90（振り付けを考えること・自分で作ること・創作する
こと）」「運動80（楽しく踊ること・体を動かすこと）」「発表30」「表現20」
の７カテゴリーにまとめられる。
　全体で最も多い記述は「有能感と達成感」に分類できるキーワードであ
る。創作ダンスを対象に行ったテキストマイニング分析（内山ら2014）で
は、「有能感と達成感」は８人という結果であったことと比較して、自由
記述欄に記入した322人中のべ230人（71.4％）が挙げているのは本調査の
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大きな特徴である。このワードが一番多かった理由は、本調査の対象授業
がストリートダンスの基本ステップとコンビネーションの習得を内容とし
ていることから、「何ができればよいのか」が教師の師範によって生徒に
明示され、生徒はそれを明確な目標として把握したことが挙げられるだろ
う。同時に、習得内容の難易度が適切であったことも推測できる。もし習
得内容としての運動内容が難しすぎたり簡単すぎたりすれば、有能感と達
成感に関してこれほど多くのワードが抽出されることはなかったはずであ
る。対象者は「できた」「やり遂げた」と感じていたことの証左でもある。
また、先に示したように、有能感と好感度が相関することを考え併せれば、
この授業はダンスへの好感度を高められた授業であったとともに、学習内
容としてのステップの難易度は学習者の能力と釣り合い適切であったと推
測できる。
　次に多い記述は、「関係」に分類できるキーワードである。322人中217
人（67.4％）が挙げているこの結果は、清水ら（2007）の「友好関係」は
性差に関係なく体育授業の楽しさと関連するという報告を裏付ける結果で
あると言えるだろう。内山ら（2014）の調査ではこの「関係」に関する
ワードが最も多く抽出された。この調査のダンス授業内容は創作ダンスが
主であった。ダンスの種類が創作ダンスであっても現代的なリズムのダン
スであっても、生徒たちは仲間との良好な関係をダンス授業の楽しさの大
きな要因として捉えていることがわかる。佐藤（1984）は、集団で楽しさ
を共有する体験が親密になる、仲間の大切さを実感するなど、他者に対す
るポジティブな変容が生じさせることを報告している。また、近年では、
集団で楽しさを共有する体験が創造的な高いパフォーマンスをあげること
（ソーヤー 2009）が示唆されている。仲間関係が良く楽しそうに活動して
いるグループは、ダンスの種類のいかんに関わらず、仲間の新たな面を発
見しつつ、創造的なダンス活動をしていることが推測される。教師は、ダ
ンスの楽しさを感じさせるために、仲間関係に関する様々な工夫をすべき
である。２人組のルーチンを採り入れる、グループで話し合わなければな
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らない課題を与える、グルーピングの人数を適切にし練習時に必ず全員が
意見を出すように仕掛ける、カノンを採り入れる、踊り終わった時点でハ
イタッチをさせる、教師は評価の観点を明示し生徒に互いを評価させる、
互いのダンスや課題への取り組みの良いところをあげさせる、ほめる時は
グループごとにほめるなど、様々な手立てをもって、教師が授業内での仲
間関係が良好なものになるよう配慮することが重要である。
　３番目に多かったのは、「音楽・リズム」である。対象者は音楽によっ
て気分が高揚されること、単なる動作が音楽によってリズミカルな動作に
なると楽しいことが推測できる。音楽が感情を喚起するという考えに対し
ては、洋の東西を問わず多くの研究者が繰り返し支持を表明している。音
楽なしで何かをするワークよりも音楽を採り入れたワークを多用すること
は学習者の楽しさを保障すると言えるだろう。
図２．
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　図２は、男女別に表したグラフである。どのワードも女子の方が多いと
いうことは、女子の方が楽しさに関する記述の量が多いということであ
る。このことは、ダンスが嫌いな生徒は楽しさに関する記述量が有意に少
ない（内山2014）という報告から考えると、女子の好感度が男子よりも高
いことと関係するだろう。また、「振り付け」「創作」「表現」に関するキー
ワードは、男子はあまりあげていないことも特徴である。男子は自ら何か
を生み出すよりも、決められたことをやり遂げる方が得意なのかもしれな
い。賀川（1984）が述べるように、男子は自己の運動能力を積極的に発揮
することに楽しさを得ようとすることと関係があることが推測され、男女
のキーワード抽出における詳細な差の検定は今後の調査研究の課題とした
い。
図３．
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図４．
　図３と４は、ダンスの好感度、有能感別に表したグラフである。嫌い群、
低群の中に所属する対象者も、「有能感と達成感」「関係」に分類されるキー
ワードをあげていることから、「嫌い」「できない」という生徒にも、この
ふたつのカテゴリーを感じさせることが必要とわかる。
　この他、学年、ダンス経験、ダンスの種類の違いで棒グラフを作成した
が、特記すべき差はなかった。
⑵　Webグラフ
　キーワードの出現頻度と共変関係（同時に出現する関係）を視覚的に表
した。キーワードの「●」の大きさが出現頻度の大きさをあらわし、ワー
ド間を結ぶ線の太さが同時に使われる回数の多さをあらわしている。ここ
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では、テキストマイニングで得られた出現頻度50以上のキーワードのWeb
グラフを作成し、図５、６、７、８、９、10に示した。
図５．すべてのレコード
　最も出現回数の多い「友達（みんな）と一緒にやること」は、とくに、「音楽（リ
ズム）に合わせること」と同時に使われることが多い。
図６．上手くできたとき・完成したとき・達成感（84）
　「上手くできたとき・完成したとき・達成感」は、とくに、「友達（みんな）と一
緒にやること」と同時に使われることが多い。
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図７．難しい技や振り付けができるようになったこと（82）
　「難しい技や振り付けができるようになったこと」は、とくに、「友達（みんな）
と一緒にやること」、「音楽（リズム）に合わせること」と同時に使われることが多い。
図８．練習してできるようになったこと（64）
　「練習してできるようになったこと」は、とくに、「友達（みんな）と一緒にやる
こと」、「音楽（リズム）に合わせること」、「上手くできたとき・完成したとき・達
成感」と同時に使われることが多い。
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図９．振り付けを考えること（64）
　「振り付けを考えること」は、とくに、「友達（みんな）と一緒にやること」、「友
達（みんな）と協力すること」、「音楽（リズム）に合わせること」と同時に使われ
ることが多い。
図10．楽しくおどること（50）
　「楽しくおどること」は、とくに、「友達（みんな）と一緒にやること」と同時に
使われることが多い。
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　以上のことからわかることは、音楽やリズムにのって踊ること、有能感
が感じられること、難しいことを達成すること、振りを考えることの全て
は自分一人で感じる楽しさではなく、有能感や達成感を感じることも、創
作することも、踊ることもそれらは全て仲間（みんな）と一緒に共有する
からこそ楽しいと認知されるということである。この結果は、ダンスの楽
しさを認知させるためには、教師は、踊る楽しさ、有能感を認知させるこ
とと同様に、授業中のより良き仲間関係の構築に気を遣う必要があること
を示唆している。
⑶　コレスポンデンス分析
　コレスポンデンス分析とは、反応パターンの似たもの同士が近くにくる
ように、カテゴリデータに数量を与え、カテゴリ間の関係を視覚的にとら
えるための手法である。今回は、テキストマイニングしたデータを01型（そ
のキーワードがあれば１、なければ０）であらわしているので、原点（0、0）
付近のキーワードは多数意見、原点から離れているキーワードは少数意見
と読み取ることができる。また、キーワードの布置図と回答者の布置図を
重ね合わせてみると、どの回答者がどのようなことを言っているのかも把
握することもできる。なお、以下の結果は、外れ値（№10、32、262）を
除外した結果である。イナーシャの寄与率から、第２次元までで元のデー
タの20.5％を説明していることがわかる。結果を図11、12、13、14に示した。
　図11のキーワードの布置図をみてみると、①身体を動かして表現するこ
と、②自分で創作して振り付けを考えることや、音楽（リズム）に合せて
難しい技や振り付けができるようになったこと、③友達（みんな）と一緒
に協力して楽しくおどることや発表すること、④ダンスが好きになったこ
と、⑤恥ずかしいけど楽しかった、⑥教えたり教わったりして上手くでき
たときや完成したときに感じる達成感、⑦練習してできるようになったこ
とが、楽しいとの意見がみられた。
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図11．キーワード（ダンスの楽しさ）の布置図
図12．回答者の布置図
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　図12の通り、キーワードと回答者の布置図を対応させてみると、５つの
グループに分かれていることがわかる。①のグループは最もメジャーな集
団であり、友達（みんな）と一緒に協力して振り付けを考えたり、音楽（リ
ズム）に合せて難しい技や振り付けができるようになったり、楽しくおど
ることや発表することが楽しいと感じている。②のグループは２番目に大
きな集団であり、教えたり教わったりして上手くできたときや完成したと
きに感じる達成感、また、ダンスが好きになれたことが楽しいと感じてい
る。③のグループは少人数のグループで、身体を動かして表現することが
楽しいと感じている。④のグループは少人数のグループで、練習してでき
るようになったことが楽しいと感じている。⑤のグループは少人数のグ
ループで、恥ずかしいけれど楽しいと感じている。以上、楽しさの認知に
関するコレスポンデンス分析の結果から、２つの大きなグループ（①と②）
と３つの小グループ（③と④と⑤）が認められた。
　さらに、性別、学年別、授業以外のダンス経験別で層別を試みた。
図13．性別で層別
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　性別で層別をした結果を図13に示した。性別で色分けすると、男子がや
や下側に集まっているように見え、②のグループには男子が多く所属して
いることがわかる。つまり、教えたり教わったりして上手くできたときや
完成したときに感じる達成感、ダンスが好きになれたことが楽しいと感じ
ているのは男子に多いということである。
　有能感別に層別をした結果を図14に示した。ダンスの有能感で色分けす
ると、低群はやや右側に集まっているように見え、①②④のグループには
有能感低群が多く所属していることがわかる。つまり、有能感の低い生徒
たちは、恥ずかしいけれど楽しかった、教えたり教わったりして上手くで
きたときや完成したときに感じる達成感、練習してできるようになったこ
とが楽しいと感じているということである。
　なお、学年、授業以外のダンス経験の有無、ダンスの好感度で色分けし
てもグループが形成されているように見えなかった。
図14．ダンスの有能感で層別
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４．結論
　栃木県の中学生322名を対象に調査を行い、ストリートダンスのステッ
プを用いた定形型運動習得学習の成果を明らかにすることを目的とした。
考察の結果、以下のような結論を得た。
１）好感度において性差、有能感において学年差が認められたものの、全
体的にダンスに対する好感度、有能感ともに高い授業であった。ダンス
の好感度を高めるには身体的有能感を高めることが重要であり、特に男
子にはその傾向が顕著であった。
２）ストリートダンスの基本ステップとコンビネーションの習得から発表
へという授業内容は、「有能感と達成感」の獲得に有効な指導方法であっ
た。
３）「有能感と達成感」「関係」「音楽・リズム」が楽しさを認知させる主
たるキーワードであることから、達成すべき運動構造を教師が明示する
とともに、良好な仲間関係を構築する手立て、音楽を採り入れたワーク
の実施が、ダンス授業の楽しさを保障することが示唆された。
４）好感度と有能感が低い生徒であっても、有能感と達成感が感じられ、
仲間関係が良好である時には楽しさが感じられていた。
５）音楽やリズムにのって踊ること、有能感が感じられること、難しいこ
とを達成すること、振りを考えることは自分一人で感じる楽しさではな
く、それらが仲間と一緒に共有されるときに楽しいと認知されていた。
６） 楽しさの認知に関して、２つの大きなグループと３つの小グループが
認められた。
７）男子は、教えたり教わったりして上手くできたときや完成したときに
感じる達成感を得たり、ダンスが好きになれたことが楽しいと感じる傾
向が、有能感の低い生徒たちは、恥ずかしいけれど、教えたり教わった
りして上手くできたときや完成したときに感じる達成感を得たり、練習
してできるようになったときに楽しいと感じる傾向が認められた。
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